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本研究ではブラジル,パ ラ州 トメ ・アスー(Tome-Aga)移 住地において 日系家族の住居の実測及びヒアリング調査

を行った。ここでは得 られた住居平面のうち,建 設年代 ・建設者 ・室構戒 ・住居規模の明 らかな平面68例 を用いて,住

居規模,室 構城 要素,間 取 り,外 観,材 料,日 本的要素 といった項目についてその変遷過程を明らかにした。これらの

変遷要因についての検討か ら,こ れらがブラジルの気候風土,地 域経済社会条件 と密接 なかかわ りをもちながら変化 し

てきていることが明 らかになった。
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The purpose of this report is to clarify the characteristics in the evolution of the dwelling of Japanese immigrants in Tome-

Acti, Para, Brazil. Based on the survey of the 68 plans which their construction ages , builders, plannings and scales are cleared, we 
specified these processes of changing on the scales, structures, plannings, exterior ornaments, materials and their Japanese 

elements. This analysis clarified that the changing of their dwellings has been closely connected with the climate and the sosial 

economic conditions in Brazil.

1.は じめに

明治以来120年 の問に日本社会は大 きく変化 してきた、

西欧文化の流入,経 済の発展によって我々の生活様式 も

変化 し,ま た現在 も大きな転換の過程にある。そして同

時に人々の価値観 は多様化 し,本 当の豊かさとは何かと

いった問いが投げかけられている。

こうした状況の中で,我 々 と同じ文化的背景 を有 しな

が らも,異 文化の中で生活する日本人とその子弟の住空

間の変容 と展 開を明らかにし,そ の要因を考察すること

は我々が もって きた住文化を明らかにし,今 後の住 まい

のあ り方を考 えてい く上で,そ してまた日本の近代建築

史においても意義のあることだと考える。

19世紀か ら20世紀にかけて世界各地で移住が行われて

いるが,我 が国が出移民国として登場 してくるのは1880

年代のことである。我が国最大の移民先はブラジルであ

り,1908年 か ら1988年 の間に24万1,895人 もの人々が渡

っている。

これら移民 たちの入植当時の住居はどのようなもので

あ り,そ してそれらは地形 ・気候 ・風土などの自然 ・地

域的条件 と人的 ・文化的条件の違いの中で今日に至るま

でどのように変化 していったのだろうか。

ブラジル国内には開拓年代の異なる日系移住地が点在

している。本研究ではその中で も戦前に開拓 され,か つ

現在においても居住地 として機能 している数少ない日系

移住地の1つ であるパ ラ州 トメ ・アスー(Tom6-Aca)

移住地(図1-1)を とりあげ,そ こに居住する日系移民

住居の実測調査 を行った。

本報告ではこの移住地における住空間の変遷過程 を,

住宅規模,室 構成要素,間 取 り,外 観,材 料,日 本的要

素の観点から明 らかにし,そ の要因について若干の考察

を試みる。
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2.調 査 地及び調査 の概 要

2.1ト メ ・ア スー移住 地の概要

トメ ・アスー移住地 は,ア マ ゾ ン河河 口にあ るパ ラ州

の州都 で人 口120万 人 を有す る都 市ベ レンか ら南 に直線

距離 で約110km,標 高11～30rnの 熱 帯 雨林 に位 置す る。

気候 は平均 気温27℃,年 間降水量:2,600rnmで あ る。

この移住 地 は1929年 に 鐘紡系 「南米拓殖株 式会社(南

拓)」 に よっ て形 成 され,そ の 後1962年 に 日本海 外移住

振 興株式会社(JAMIC)に よ って,当 初 の移住地 の南 西

に隣接 して第2ト メ ・アス ー移住地が 形成 され た。

現在南拓 によって開拓 された第1移 住 地内 にはアマゾ

ン河 に注 ぐアカラ ミリン河西岸 の河港 に接 して発達 した

旧市街 地 であ る トメ ・ア スー市 街地'tlと,そ の西方 約

12km離 れ た と こ ろ に ク ワ トロ ボ ッ カ ス(QUATRO-

BOCAS)(写 真2-1)と 呼 ばれ る2つ の市街 地が存 在す

る。 これ ら市街地 及び その近辺の居住 者 は,こ の市街地

にある商業施設,組 合や銀 行 などに賃 金労働 者 と して勤

め る 日系人 と,比 較的近年 にブラ ジル北東 部か ら日系人

農家 のため の農 業労働者 と して就 業の機会 を求めてや っ

て きた非 日系 人であ る。 農地 に居 住す る 日系農業従事者

は毎週 金曜 日にな る と買い物や 支払い等 のため に市街地

にや って くる。

形 成か ら70年 が 経過 す る現在 の総 人口は,第1,第2

合 わせ てお よそ6万5千 人,そ の うちEl系 人 口 は1500人

弱 と い わ れ て い る。第1移 住 地 は ト メ ・ア ス ー

(Tom6-AC血:TA)市 街 地,ボ ア ビ ス タ(BOAVISTA:

BV),イ ピ チ ンガ(IPITINGA:IP),ク ワ トロボ ッカス

(QuATROBocAs:QB),ア ラ イ ア(ARRAIA:AR),

マ リ キ ー タ(MARIQulTA:MQ),ア グ ア ブ ラ ン カ

(AGUABRANCA:AG),ブ レ ウ(BREU:BR)`1'2Jの8

地 区,第2移 住地 はジ ャ ミック](JAMICI:JMI),ジ

ャ ミ ック2(JAMIC2:JM2)の2地 区 に分 け られ てい

る(図2-1,写 真2-2)。 各 地 区 に居住 す る 日系 人農 家

世帯数 は1997年11月 現 在 で表2-1の 通 りで ある``3)。

2.2調 査の概要

1998年7月 下旬か ら8月 下旬にかけて第1次 調査't4)

を行い,日 系世帯の住宅分布を把握 し調査対象地区を決

定 した。第2移 住地に居住するのは主に戦後移住者ある

いは独立 した2世 である,,今 回はできるだけ過去の状況

を知る目的から第1移 住地を調査対象 とし,数 地区にお

いて住居の実測調査及びヒアリング調査を行った。

第2次 調査では第1次 調査を受け,ヒ アリング項目を

確認,新 たに設定 し1999年3月 から4月 にかけて実測調

査及びヒアリング調査を実施 した。

1997年11月 の移住地調査報告によると第1移 住地に居

住する日系農家世帯数は173世帯 となるが,ヒ アリング

により日本に出稼 ぎにいって不在である世帯,及 び結婚

しても両親と同居 し続けている世帯 を除 くと,現 住戸数

は実質1!7戸 であると考えられる。

第2次 調査では事前に作成 した住居規模,室 構成要素,

間取 り,外 観,材 料,日 本的要素に関連すると思われる

項目,計65項 目(戸 主の世代,渡 航年,引 っ越 しの経験,

建設年,建 設時の家族構成,建 設費用,設 計者,協 力者,

材料の選択理由,増 改築年と部位など)か らなる調査票

を,ア ンケー ト票 として配布 し,実 測調査に先立ち記入

をお願い した。アンケー ト票回収時にヒアリングと実測

調査を行った。都合上,実 測調査に回ることので きなか

った住屠に関 しては,各 地区の区長 にアンケー ト票(調

査票)の 回収 を依頼 した。また,実 測調査にあたっては

現住居の実測のほか,可 能なか ぎり過去に居住 していた

住居についての ヒアリングを行い,復 元の略平面図を作

成 した。現在居住 してはいないが,過 去に居住 していた

住居が同 一敷地内に存在する場合は,こ れについても実

測調査 を行い平面図を作成 した。
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回収できたアンケー ト数は77例(回 収率65.8%)で あ

り,実 測件数62件,ヒ アリングによる住居平面入手件数

21件,計83件 が得 られた。このうち今回は建設年代 ・建

設者 ・室構成 ・規模の明 らかな平面68件 を分析に用いた。

3.開 拓時代の住居

トメ ・アスー移住地には南米拓殖株式会社によっては

じめから各入植家族のために住居が用意されていた。こ

の住居については,復 元された住居が資料館 として存在

する。この資料 と先住者へのヒアリングによると南拓住

宅はおおむね8m×10mの 規模 をもち,土 間である炊事

場兼食堂と高床である2室 あるいは3室 からなる住居で

あり,ほ かの移住地よりはるかに恵まれた状況で移住地

はスター トした。

しかし,入 植後の生活は困難なものであった。当初南

拓が奨励 したカカオの作付けに失敗 したあ と,野 菜 ・米

の栽培 を行 うが決 して安定 した収入が得られず,加 えて

1936年 には悪性のマラリアが発生 し,移 住地全体に蔓延

したのである。転出者があ とを断たず,1937年 末には入

植家族数352家 族中,移 住地 に留 まったのはわずか98家

族であったという。南拓住宅は建設から3,4年 も経過す

ると土台の腐食が進んだが,住 宅 を新築する余裕はなく,

大抵の住居は腐食 した土台を替えただけであ り,建 設 し

たとしても南拓住宅 と大差のない平屋の住宅であったと

いわれる。 このような中で,比 較的規模の大 きな2階 建

ての住居を建設で きたのは日本で大工の経験 をもつご く

わずかの人々であ り,建 設にあたっては自分の耕地で伐

採 した木材 を丸太のまま構造材 として用いたといわれる。
一時期猛威をふるったマラリアによる死亡者が

,目 に

見えて減少するのは1945年 のことである。次第に生活が

落ち着 き,こ の頃からピメンタ(胡 椒)が 適正作物 とし

て定着 し,徐 々に植 え付 けられるようになっていった。

このピメンタの国際価格が高騰 した1950年 代 から1960年

代にかけて移住地は好景気に沸 き,そ れと同時に本格的

な住居の建設が始 まった。

4.住 空間の変遷

1950年 以降に建設 された住居68戸 について建設者の世

代 ・住居形態 ・規模 ・材料 ・室構成などの点について整

理 し,建 設年代順 に並べたのが表4-1で ある。便宜上5

年ごとに区切 りを入れてある。…部,市 街地周辺部に居

住 している農家 については住宅番号に網かけで示 してい

るが,農 村部 との違いが特 にみ られないので同様 に扱っ

てい くことにする。以下,事 例をあげなが ら住空間の変

遷についてみてい く。

4.1住 宅 規模 と室構成要素 につい て

表4-1に よ る と1964年 ま で の住 居 には40m2程 度 の も

のから300m2を 超えるものまで様々な住居が存在 し,そ

の約4割 強を占め る15例の住居は延べ床200m2以 上,う

ちさらに5例 は300m2を 超える大規模 な住居である。こ

れに対 し,1965年 以降の住居32例 の中では200m2を 超 え

るのはわずか2例 のみである。

1964年 以前 に大規模な住居を建設 しているのはピメン

タ景気で豊かになった戦前移住の人々である。一方,比

較的小規模 な住居は戦後移住の人々によるものといえる。

1953年 に第2次 世界大戦勃発により中断されていた移住

が再開された。戦後 トメ ・アスー移住地に入植 した人々

は,戦 前移住者の呼びかけに応 じてブラジルに渡 り,ほ

ぼ3年 から5年 で独立 して各自で家を建設 した。独立の

際にはパ トロンから住居建設のための資材 を援助 しても

らったという稀なケ…スもみられるが,大 抵は小規模な

住居からスタ… トしたのである。

その後1960年 代 に入るとピメ ンタの根腐れ ・胴枯れ

病 ・マリキ ッタ病 といわれるピメンタウイルス病が流行

し,1980年 代に入 り,再 びピメンタの価格が高騰するま

で移住地の景気は低迷 した。また国際相場の変動 によっ

てピメンタの価格が左右 されるとい うこともあり,こ の

景気は長 く続かず,!990年 頃には日本への出稼 ぎが目立

つようになった。1965年 以降の住居規模 に関してはこの

ような状況が関係 しているといえよう。

室構成要素についてみると住居規模 と同様に1965年 頃

を境 として変化がみられる。1964年 以前のい くつかの住

居では 「広間」,「台所から独立 した食堂」,「店」 と呼ば

れる室が存在 したが,1965年 以降の住居にはみられなく

なっている。

室構成 要素の変化は移住地の社会状況 と密接なかかわ

りをもつ。当時,移 住地には冠婚葬祭を行 うための公共

施設がな く,冠 婚葬祭などの行事は各 自の家で行わなけ

ればならなかった,、普段あ まり使用することのない広間

はそのため に設け られていた し(図4-1,写 真4-1),

旅館がなかったことから外部からの客人には,ど こかの

家に宿泊して もらう必要があった。そのため,食 堂も接

客に耐えるような 「独立 した食堂」が用意されたといえ

よう。特 に移住地で功労者 として讃えられる人々の住居

においては専用客室の設置が見受け られた(図4-2)。

また,現 在のように市街地が形成されておらず,ト メ ・

アスー産業組合 と組合員の間においてのみ日常生活に必

要な物資の売買が行われていた当時は,自 耕地内で働 く

ブラジル人労働者に供給するための物品をパ トロンが一

括購入し,… 時的に保管する必要があった。この物品を

保管 し,か つ労働 者に応対するための室,す なわち移住

地の人々の呼ぶところの 「店」が用意されたのである。

これらの空間は,入 植35周 年の記念事業の一環 として,

1967年 に文化会館が落成 しそこで各種催 しを行 うことが

できるようにな り,ま た旅館や個人の商店の進出によっ



1
8
1

≡⊃
のρ

68

表4-1 住居の変遷
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A只 一〇9 1055年 頃 一世 o レンガ 蹴 2階 384.6 54.0 ●切欠.2F lV c 03 o Q2 06 02 α 0 o Q ●仕事壌.o続 實間(日 本闘) 纏き面.床 の間、柵間

AR-10-03 1956年 戦後一世 木造 切妻 2階+平 屡 68.0 24.0 ●藍 1 A ● Q O にわ

B日1-00-02 1956年 一世 ○ レンガ 黙 平屋 197.5 17.3 ●片麟 [1' c ○ ○ ○ 0 Q5 o o o

BV-02 1956年 一世 0 レンガ 磁 2階 284.3 63.0 ●切欠,2F y B・D 02 oO 02 Q4 02 ● ○ ● o ○曹斎.Q女中部屡,O女中シャワー窒、Oホ ール

IP-03 1956年 一世 0 レンガ 顯 2階+平 屋 280.5 7.5 ●2F V C 02 ○ ○ ○ 伽 ⑳ OO ●店

A同 一〇3 1957年 準一世 0 レンガ 慰 2階+平 屡 243.3 6.5 ●片流れ,2F V C・D O ○ ○ 02 05 0 Q 02 ○女中部屋.ガ レージ

MO一 あ 1956年 一世 木造 切妻 2曙+平 屡 229.0 6.0 ●切欠 塞 A ○ ● 02 ● ● ○広間 にわ

AG-08 鴇56年 一世 木造 蹴 2階+平 屋 258.0 15.5 ●片流れ 1 A ● ● 05 ● o ○広間 玄関

Aq-02 1958年 一 世 0 レンガ 蝋 2阻 323.8 55.5 ●1●2F V C・D 03 OQ● 05 ○ ●2 o ● ●仕事壌、○暗室.ガ レージ

AR-05 195&年 準一世 木造 切嚢 平屋 131.0 6.0 ●片湘し 翻 B ○ ○ 04 02 ● ● ● 玄関、引遣戸

MA-06 1958年 準一世 木造 切嚢 平屋 118.0 △切嚢 5 A ○ ○ 03 02 玄閏
.蔭9≒6云惇2二;二1958年 戦畿一世 木造 切嚢 2噌+平屋 156.0 4.0 ○切養 1 A o ● 03 O 玄関

BV-07 1959年 一 世 0 レンガ 寄榛 平屋 209.0 16.o ●1 V C・D Q ■ ● ○ 04 融 ●2 Q 引達戸(日 本皿の装飾}

了A-03 1059年 磁 一世 木造 切妻 平屋 205.0 12.0 ●切嚢 1 A ○ ● Q3 玄関

BV-04 1960年 二世 木遣 寄榛 2陪+平屋 296.0 7.0 ●切嚢 阻 C ○ ○ ○ 03 O O O Q広 間 玄閏、引鑑戸

AG-05 1961年 一 世 木童 寄線 平屋 1ア2.5 3.0 ●庇 膨 R Q ● ○ Q5 ● ○曹斎 玄関たた虐.引 逮戸

AG-02 1962蟻 職 一世 木造 懸猷 塁屋 130.0 3.0 ●庇 1 A O ● 02 ● 玄関、玄関たた倉

AR一 ⑩ ・04 1062年 嘱臓 一世 木遺 切嚢 平屋 03.o 9.o ● 1 A ● ○ 03 ● 玄閏、玄闇たた實、
lP・07 1962年 戦後岬性 木遺 切饗 平屡 69.0 3.0 ●切畏 1 AO ● Q2 玄閏

3m-02 1963年 一殿 木滝 醐 λ母屡 2僧ゆ平屋 392.0 64.0 Qし ●入母屋 1》 BO2 ● ■ ○ Q7 Q 鯉 玄閣,玄 関たた奮、緑側的ペランダ 引違戸

B只3・11 1963鉱 轄後一世 木遣 切獲 平屡 74.0 0.0 i A ● Q2

BV・05 1964年 二世 木這 鍵撫 平駐 108.0 16.0 ●躍棟 配 AQ ● Q 03 玄関

Bm-05・02 ↑964年 臓綾一世 ホ童 切盤 平屋 150.0 △ 1 AO ● ● 03 ●伎事場 玄閏

B日4・07 1964竃 臓後一世 木置 切嚢2階+平 星 362.0 50.0 ●1 ●灘れ V A● ○ ● ○ 04 ● ● ○仕事塙 玄関

AR・07 1965年 一世 ○ レンガ 寄棟 平屋 155.0 6.0 ●寄様 1ド C o ○ 05 O O o

8臼1・00 1065年 一世 レンガ 罎屡楓2階 170.3 65.3 ●隠 V C 02 ○ o 04 02 O女 中部屋(犯階ベランダ

BR3・03 1965年 轍 一世 木造 平匿 ア2.0 6.0 ● 1 A ○ ● Q2 ● 玄閏たたき

BR3・12 1965年 職r世 木造 切獲 平屡 110.0 24.0 △ 1 A ○ ● 03 ● 玄関、玄閏たた轡

1065年 準一世 156.0 42.8 ●寄擁 1 A ○ ○ o Q3 玄閏:駿亀鞭w.、 ∵, 木造 寄棟 平屡
MA-01 1965年 頃 職復一世 レンガ 寄榛 平屋 111.0 10.0 ●切欠 y B ○ ○ 03

MA-04 1967年 穀隆一世 本造 切饗 平屋 121.0 4.0 ●切妻 「 A ○ ● 05 O 玄関,玄図たたき

AH・01 四69年 一世 木造 切養 平屋 旭8,0 12.0● 切欠 1》 A O ● ○ 04 ●

AH-10 1970年 轍 一世 木造 切嚢 平屡 170.0 12.0 △切妻 1 A 02 ● o 03 玄閣、玄関たたき

BR3・01 1971年 曙燈 一世 レンガ 切猛 2陽+平 屋 160.0 12.0● 陸 財 A o Q2 05 O O

BV-10 1975年 職後一世 木遺 切妻 平屋 101.0 61.0●L 1 Q o ㎝ 0 ● o
、函閏たたき

TA-05 1976年 轍 一→塗 木造 平屡 97.0 40.0●L 1 B 02 ● Q3 O Q O 玄閏

B臼4・10 1976年 職養一世 木置 切妻 平屋 95.5 5.0 ●切妻 1 A ● ● 03 玄関

BR4・04 1900年 臓螢一世 レンガ 蹴 平屋 132.5 2鴇,5 ●ロ ●切妻 1闘 B o o Q3 ● ● 玄閏

B臼5・06 1960年 一世 レンガ 黙 平屡 260.0 229.5 ●口 ●庇 膨 c・D ○ o o 05 O o Q 玄関

BR4-06 1964年 二世 レンガ 聴 平屡 110.0 142.0 ●口 }ll C o o 03 ● o

BR5-10 1966年 一世 レンガ 磁 平屡 50.0 73.0 ●ロ lI c o田K o 03 Q

1967年 鞍鍛一世 レンガ 磁 平屡 147.0 63.7 ●L 1 D Q o 03 o C曹 斎律瞳き鋸 菅
BR5-09 1987年 一世

レンガ 平屡 102.0 90.0 ●口 開 D Q o Q 03 O O

Bm-01 1959年 嘆臓一世 木造 切嚢 平屡 112.0 4.0 ●切養 A O O 02 Q 欄 玄関

1980年 戦後一世 平屋 109.0 2a.0 ●1 i c O ○ α 0 玄関たた世:囲 貞」ε・.w.・.・. 木造 ●■.,■ ■

B只6-01 τ990年 戦後一世 レンガ 切澱 平屡 162.o 135.0 ●コ 配 D ○ 02 03 0 02 ○

1990年 二世 レンガ 磁 平屋 126.6 95.0 ●L V D Q Q o 02 O O O oせ 聞5.・.・.・.㌧ ・.・.

BR1・09 1092年 戦復一世 レンガ 切嚢 平屋 114.5 60.0 ●1 1闘 c Q O 03 o O

B臼5・01 1992年 戦螢一世 レンガ 磁 平屡 110.0 156.0 ●ロ V D O o Q3 0 o

TA・02 1992年 二世 レンガ 平屋 132.0 12.0 ●切 四 C ○ o ○ 04 o

A日 ・04 1993年 鞭後二世 レンガ 磁 平屋 156.0 1ε6.0 ●ロ 1 C ○ Q 03 O O 02

[1 C Q ○ 05 O o O Q2BV・06 1994年 二世 レンガ 騨 平屋 200.0 223.5 ●口

レンガ 蹴 平屡 205.0 60.0 ●コ y c・D 02 ○ 03 O Q2¢晒 鞘}=.トト1994年 戦後二世
Bn5-12 1094年 頃 二世 レンガ 平屋 64.0 32.0 ●量 配 C ○ ○ o 02 O o

lP・06 1995年 二世 レンガ 磁 平屋 110.5 132.5 ●ロ y G Q Q ○ 02 Q Q Q

MA・06-02 1995年 二世 レンガ
.

切嚢 平 屋. 136.5.■ 36.3 ●L y. D ○. Q「 Q■ ■Q2 Q. . .
Q

. .
o「 Q警斎「

■Bm -05
■.

1997年 戦 後 一世

「
レンガ 燃 平屋 142.5 72.0 ●コ lv c ○

.

○ 02 O O
. . .

O警斎
.

・住 宅番号の網掛けは市街地住居であるものをさす。

・玄関の△は壁で囲われているもの。

・設計者の項目の○はブラジル人設計士によるもの。

一室構成要素

の凡例一

Se:居 間 、応接 間
　 　 へ しコの

司:食 軍

Cz:台 所

Cr:廊 下 、ホ ール

Qu:寝 室 、客 室

Su:ス イ ー ト

Ds,Dp=物 置

As:洗 濯場

Ch:シ ャ ワー

Wc:ト イ レ

c/w:

シャワー+ト イレ

clf:

シ ャ ワー+風 呂

f/w:

風 呂+ト イ レ

cfw:シ ヤ ワー

+風 呂+ト イ レ

・室構成における●は土足の許される空間である。また、数字は室数を表す。



て次第に市街地が形成されて くるようになると,そ れ以

降の住居内にはみられなくなっている。特別にこのよう

な空間を各 自で維持する必要がなくなったためである。

すなわち住居規模 も必然的に縮小 したと考えられ,こ の

ような室構成要素の変化は一方で住居規模の変化にも関

係 しているといえよう,,

戦後移民向けに発行 された 「トメアスー植民地案内」

の中に,住 居 を建設するにあたっての当時の人々の意識

をみることがで きる。 ここに紹介 してお く。

「1954年頃から,住 宅の新築が,あ ちこちで始まった。

… …(中 略)一 … 保健 を第一に考え,さ らに,生 活

のうるおい,家 庭的な心のゆとりのよりどころとして又,

0氏 は1929年 にブラジル移住 し、トメ ・アスー移住地

では12年 間にわたって産業組合の理事長を勤め、勲五等瑞

宝章ほか5つ の賞を受けた。夫人は トメ ・アスー婦人会連

合会会長を務め、夫婦ともに移住地の功労者である。

住居は以前から住んでいた木造住居の一部を残して改装

し、それにレンガ材で増築 した。改築から完成までに約4

年の歳月を要 した。住居内に目を向けると一階には、居間、

食堂、予備室、暗室,台 所2室 、 トイレ2つ 、シャワー ・

風呂1つ があり、 中2階 に客室2室 と客用の居間、2階 に

は寝室2室 に居間及 びシャワー ・トイレとかなり大規模な

住居である。

移住地の芳名帳には当時の皇太子夫妻、総理大臣や日本

政府機関関係者、ブラジル側からもパラ州知事などの主要

人物はじめ様々な人々が名を連ねている。それらの人々は

皆、0氏 をはじめとする個人宅に宿泊したのである。



子供たちの小 さなあ り方 も考慮 に入れ,炊 事場,食 堂サ

ロンを十分広 くとりいれてある。シャワー,風 呂場,水

洗便所なども完備 している。窓の大きな涼 しい部屋で,

家庭内の団樂や読書やマージャンが,気 持ちよくで きる

部屋があ り,い つで も旅の人を招 じ入れて,ゆ っくり滞

在 していた"け る設備が,と とのえられている。」

4.2材 料 ・外観の変遷

建築材料に着 目すると,1950年 代においてはレンガが

大分普及 して きていると思われるが,1960年 代,1970年

代では再び木材が主流となっている,,そ してそれ以降の

1980年 代からは住居21例 中19例 がレンガ造 と,ほ とんど

の人が レンガを選択 している。

1960年 代,1970年 代 に建てられた住居の多 くは,呼 び

かけに応 じて移住 してきた戦後移住の人々の住居である。

彼 らは経済的理由か ら木造 を選択 した といえる。 レンガ

は金銭 を出 して購 入する必要があったが,木 材 は自分の

耕地からい くらでもただで入手することができたのであ

る。 自らあるいは労働者 を使 って木挽 きした木材を製材

所に運んで板にするほうがはるかに安価であった。また

レンガは積み上げるのに時間を要するが,木 材であれば

わずか1日 で組み立てることも可能であった ということ

も理由の1つ としてあげられている。

近年においては,木 材はシロアリなどの虫害に弱いと

いう理由に加え,そ れまで用いてきた比較的虫に強い材

が,伐 採の進行につれ入手困難 とな り価格が上昇 してい

ることもまたレンガを選択するようになっている原因の

1つ といえよう。

外観 についてみると1965年 以前に建設された住居の場

合,住 居規模にかかわらず,前 面に張 り出 したベランダ

をもつのが特徴的である。その中で もレンガ2階 建ての

い くつかの住居においては2階 部分にもベランダを有 し,

また木造2階 建住居では,入 母屋 をかけるなどした立派

な構 えのベ ランダ玄関をもつ。現地ではこれらの威風

堂々とした印象 を与える住居 を好況期の作物(ピ メン

タ)に ちなんで 「ピメンタ御殿」 と呼ぶ。

それ以降,今 日に至るまでの住居 についてベランダ面

積及び形態に着 目すると,面 積は増加傾向にあ り,当 初

主に前面のみであったベランダが,住 宅を取 り巻 くよう

に変化 していく傾向にあることが分かる(図4-3)。



アマゾンにある トメ ・アスー一一移住地では,奥 行 き3m

ほどのベランダを設けていて も,雨 期には毎日一一時的に

住居内に吹き込んでくるほど激 しい雨がふる、,また外壁

に直射 日光が当たると,特 にレンガ住居では耐え難いほ

ど室温が上昇する。 レンガ住居の増加に伴い,こ れ らの

外壁を雨や直射 日光から守るために …層ベランダ規模が

拡大 してきたと考えられる、,

4.3間 取 りの変遷

「居 間」 「台所」 「寝 室」 の配置 方 式か ら次 の5つ の タ

イプ に分類 した。 これ を まとめ たのが図4--4で あ る。

年 代 を追 って その傾 向 をみ る と(表4-1),お お む ね

タイプ1か らタイ プ皿,IV,Vへ と次 第 に移行 してい く

様子 が分か るが,… 部1950年 代,1960年 代 に建て られ て

い る ピメンタ御殿 と呼 ばれる レ ンガ住居 にお いては,既

に タイプIV,Vの 間 取 りが主流 とな って いる、,

タ イプ1か らタイプVへ の変化 の流 れ は,接 客 に対す

る考 え方の変化 及 び家族 に対 す る考え方の変化 を示 して

い る ように思 われ る。す なわ ち,タ イ プ1か ら皿への移

行で は家 族空 間か ら接客空 間が分離 し,タ イプ皿か らV

への移行では私的空間の独立性が一層強まっている。こ

の間取 りタイプW,Vは 現在のブラジル住居一般にもよ

くみられる,,… 方,1950年 代,1960年 代に建設 されたレ

ンガ住居は当時移住地の公共建築物を建設するために,

ベ レンか ら呼ばれて移住地に来ていたブラジル人設計士

の設計によるものである。日系人住居の間取 りの変化 に

関しては,こ れらの住居がその後の トメ ・アスー移住地

における住居建設のモデルとなったとも考えられる。

また,「浴室」「トイレ」空間の配置方式を分類 したの

が,図4--5で ある。年代 を追 ってみるとタイプAか らタ

イプDへ の移行がみ られる。別棟として設け られていた

ものが次第に住居に付属 し,さ らに住居内に設置 される

ようになった。住居内においても,当 初は主に台所の隅

に設けられる傾向が強かったが,近 年においては寝室の

側に設けられるようになってきている。

「浴室」「トイレ」空間は技術的 ・経済的条件が整 うに

従い,住 屠内部 に追加 されて くる。これ まで 「浴室」

「トイレ」を別棟 として住み続けて きた人々 も,ユ980年

代後半からは増改築によってこれを住居内に設置するよ

うになって きた。日本への出稼 ぎによって得 られた収入



の一部をこのための費用に充てている場合 もみられる。

近年においてはさらに 「専用の浴室 ・トイレを付属す

る寝室」が出現するようにな り,寝 室の私的空間として

の意味合いが より強 まっている。この ことは 「居 間」

「寝室」「部屋」の配置において私室同士の独立性が強 ま

ってきていることと表裏一体の関係にあるといえよう。

4.4日 本的要素について

ピメンタの景気のよい時代 には,木 造住居 ・レンガ住

居 ともに随所に日本的な要素がみ られる。木造住居 にお

いては8割 以上が土間ii'5)を有 しているが,そ の中で も

特に,図4-6,写 真4-3の 住居のように日本の農家的間

取 りをもつものがい くつか存在する。意匠に関するもの

としては玄関,引 違い戸,繰 り戸,続 き間,縁 側 といっ

たものの存在があげられる(図4-7,写 真4-4,5)。 レ

ンガ住居においても,ブ ラジル式一辺倒の住宅でな く,

ほかの木造住宅 と同様 に,食 堂を含む台所部分を,1段

低 く土間にしている ものが見受け られる(図4-8)。 こ

れらの住居では日常生活において,台 所で靴を脱 ぎ室内

へ上がる。また開口部 に日本風の意匠を施 した引違い戸

が設けられた り,1例 ではあるが,床 の間のある続 き問

多い時で6～7家 族の労働者を使 っていたという0氏 の住居。

当時の0氏 の日常生活は、朝5時 の起床にはじまった。午前6

時から午後4時 まで農地で働き、その間に3度 の休憩をとって

いた。午前8時 からメレンダ(朝 食)た めに30分 、午前11時

か ら昼食のために1時 間、そして午後2時 からトマール ・カ

フェ(軽 食)た めに30分 。住居の建設にあたって、農作業の途

中で靴を脱がずに休憩出来るように、台所、食堂、 トイレを土間

にしたという。
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直営農場の閉鎖、コロノ制度解消、農事試験場の廃 止

35年 農業組合成立

適正作物の模索

42-45年 世界大戦

マラリアとの闘い

戦後移民の木造住宅

42年 次移住地内98家 族

52年 上半期より胡椒の値の高騰

53年 第一回戦後移民入植

総戸数754(内 日本人324)

62年 第二移住地の建設

67年 文化会館落成
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日本の農家的間取 り
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最 近 の レンガ平屋住宅

出稼ぎの開始

マ リキッタ病 によりピメンタ生産高減少JICAの 助成によるジュース工場の建設

74年 州立アグアブランカ病院と発電所落成90年 農村電化

73年 ベ レンに至る産業道路叩通94年 農村電話開通

図4-9ト メ ・アスー移住地 における住居の変遷
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が設けられた住居 も存在する。 しか し,近 年において建

設されているレンガ住居に,日 本的要素 を見出す ことは

難 しい。

日本的要素の出現は,ピ メンタ景気による繁栄によっ

て実現 したものである。家屋建築のために,わ ざわざ日

本から大工を呼び寄せることがlj丁能であったし,経 済状

況が好転 し一大建築ブームがおこったために,大 工仕事

が職業 として成立できたのである。 日本で建具師や指物

師であった人々が大工 と組み,あ ちこちの住居を建設 し

て回った。時間の経過とともに世代が移 り,現 在 トメ ・

アスー移住地においては,ブ ラジルで生 まれ教育を受け

た2世 が地域社会における中心 となって きている。 ト

メ ・アスー移住地に居住する大多数の 日系の家庭では,

高等教育を受けさせるために子供たちをベレンの学校へ

通 わせる。回収で きたアンケー トによると,実 に1/3の

家庭がベ レンに住宅,あ るいはアパー トを有 している。

ベレンでブラジル式の生活様式 を身に付けた彼 らが建設

するのはブラジル式の住宅である。2世,3世 たちにと

って 日本の文化 というものはブラジルで生きてい くため

には必ず しも必要なものではな く,そ れは住居の中から

も姿を消 してい く傾向にある。ただ トメ ・アスー移住地

において靴脱 ぎの習慣 は現在でも残ってお り,ア ンケー

トでは約8割 の人が靴 を脱いで室内に入ると答えている。

近年建設 されているレンガ住居の場合でも,日 系人の場

合,人 々はベランダで靴を脱いで入居 している。

5.ま とめ

以上,ト メ ・アスー移住地の住空間の変遷を,住 居規

模,室 構成要素,間 取 り,材 料,外 観,日 本的要素に着

目してみてきた。

住宅規模,室 構成 要素のなかで具体的にあげた,ピ メ

ンタ御殿 と呼ばれる大規模住宅とその住宅内に設けられ

た 「店」「専用客室」「広間」の存在及び消滅に関しては,

経済的な要因に加え,地 域社会,特 に地域 における施設

建設状況 との関わりから,材 料,外 観,日 本的要素のな

かで述べた 「木造からレンガへの移行」,「ベランダ部分

の拡大」 といった変遷項目に関 しては,お もに気候風土

との関わ りから説明できよう。そ してまた気候風土への

適応は,外 観上での日本的要素の消失にもつながってい

る。間取 りの変化に関 しては2世 あるいは3世 のアイデ

ンティティあるいは家族観 といった ものが大 きく関わっ

ていると思われるが,こ うした文化的条件 に関 しては今

後の検討課題 としたい。

気候風土への適応で説明できる項目および間取 りにお

ける 「公 ・私の分離」に関しては,同 様の観点から調査

を実施 したサ ンパウロ州のバス トス移住地における農家

住居の変遷1-7と 年代の差 こそあれ,ほ ぼ共通 している。

今後,世 代 ごとの家あるいは家族に対する意識および,

ブラジルの住文化にも着目しなが ら,両 移住地における

日系移民の住居の特質をより明 らかに していきたい と考

えている,,
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<注>

1>ト メ ・ア ス… 移 住 地 内 に は 移住 地 名 と同名 の トメ ・ア ス ー地

区が 存 在 す る。 本 稿 で は 旧市 街 地 を有 す る この 地 区 を移 住 地

全体 と区 別 す る ため に地 区 を さす場 合 に は トメ ・アス ー市 街

地 と表 記 して い る。

2)ブ レ ウ地 区 は さ らに8区 に分 け られ て い る。

3>ト メ ・ア ス… 文化協 会(編):1997年 度事 業 決算 報告 書,ト メ ・

ア スー,ユ998

4)第1次 調 査 は財 団 法 人 日本 科 学協 会 よ り助 成 を受 け 実施 した。

5)い わ ゆ る土 間 を さす 。 土足 で 利 用 す る こ とを前 提 と して大 抵

の場 合 セ メ ン ト敷 きに してあ る 。

6)ト メ ・ア ス ー文 化 協 会(編):み ど りの大 地 一 トメ ・アス ー 開

拓 五十 周 年 史,ユ998,サ ンパ ウロ よ り転 載

7>熊 谷 広li:ブ ラ ジル にお け る 日系 移民 の住 空 間 の 変遷 に つ い

て 一バ ス トス を事例 と して 一,東 北 大 学 修 士論 文,1997
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